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令和４年度指定管理者事業報告概要及び評価 

報告期間：令和４年４月１日～令和５年３月３１日 

 

施 設 名 大和市障害福祉センター 松風園 

指定管理者 社会福祉法人大和しらかし会 理事長 春日 惠美子 

指 定 期 間 令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

 

１．事業報告概要 

【業務実施状況】 

（ア）指定管理事業の実施状況 

 
児童発達支援センター 

第１松風園に関する業務 
知的障害者生活介護型施設 

第２松風園に関する業務 

事業実施日数 ２３４日 ２６５日 

在 籍 児 者 ４１人 ５４人 

延利用人数 ７，３２８人 １３，１７９人 

 

（イ）自主事業の実施 

日中一時支援事業（障がい児者の預かり事業）や、地域住民を対象とした公開講座などの自主事業

が実施されました。 

【参考：日中一時支援事業】 

 障がい児日帰り対応型 障がい者日帰り対応型 

延べ利用人数 １,０１９回 １，３７７回 

利用者数 ３７人 ２６人 

 

（ウ）施設管理 

毎日実施 施設内清掃 

定期実施 年１５回：エレベーター点検 

年１３回：小荷物専用昇降機点検 

年１２回：自家用電気工作物巡視点検 

年４回：自動ドア点検、害虫駆除 

年２回：木部床面清掃、長尺シート清掃、カーペット・絨毯清掃、ガラス清掃、調理

室レンジフード清掃、グリストラップ清掃、消防設備点検、非常用放送設

備点検 

年１回：空調機整備・点検・冷暖房切替、エアハンドリングユニットフィルター清掃、

電気設備精密点検、高架水槽等清掃、ガスレンジバーナー清掃 

不定期実施 年２回：樹木消毒・剪定 
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２．収支決算概要 （単位：円） 

＜経常活動による収支＞  
 第１松風園 第２松風園 本部 計 

収
入 

指定管理料 
（市が指定管理者に支払った金額） 

48,500,000 18,400,000 1,000,000 67,900,000 

介護給付費・児童施設給付費 
（法令等に基づき国等が指定管理者に支払
った給付費） 

121,908,342 185,441,911 0 307,350,253 

利用者負担金 
（法令等に基づき利用者が指定管理者に支

払った負担金） 
0 0 0 0 

補助金収入 1,840,803 1,401,831 300,000 3,542,634 

その他の事業収入 0 0 0 0 

特定費用 1,521,110 2,749,880 0 4,270,990 

保険等査定減 0 0 0 0 

その他 
（寄付金・雑収入等） 

2,590,690 3,789,595 65,180 6,445,465 

計 176,360,945 211,783,217 1,365,180 389,509,342 

支
出 

人件費 
(指定管理者が雇用した職員の給料・諸手

当・法定福利費・役員報酬など) 
135,006,477 172,717,236 843,450 308,567,163 

事務費 
（指定管理者が支払った施設管理などの委

託費など） 
25,512,462 15,764,412 1,399,395 42,676,269 

事業費 
（指定管理者が支払った給食費や水道光熱
費、送迎の委託費など） 

9,330,092 19,865,072 80,526 29,275,690 

その他支出 
(利用者等外給食費支出) 

2,149,636 3,390,214 0 5,539,850 

計 171,998,667 211,736,934 2,323,371 386,058,972 

収支差額 4,362,278 46,283 -958,191 3,450,370 

＜施設整備等による収支＞ 
 第１松風園 第２松風園 本部 計 

収
入 

施設整備等収入 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 

支
出 

固定資産取得支出 264,037 292,188 297,000 853,225 

計 264,037 292,188 297,000 853,225 

収支決算 -264,037 -292,188 -297,000 -853,225 

＜その他の活動による収支＞ 
 第１松風園 第２松風園 本部 計 

収
入 

積立資産取崩収入（退職給付引
当資産取崩収入） 

2,497,650 2,897,730 0 5,395,380 

サービス区分間繰入金収入 0 0 9,800,000 9,800,000 

計 2,497,650 2,897,730 9,800,000 15,195,380 

支
出 

投資有価証券取得支出 0 0 0 0 

積立資産支出 1,798,100 2,184,600 0 3,982,700 

サービス区分間繰入金支出 4,500,000 0 8,260,000 12,760,000 

その他の活動による支出 0 0 0 0 

計 6,298,100 2,184,600 8,260,000 16,742,700 

収支決算 -3,800,450 713,130 1,540,000 -1,547,320 
 第１松風園 第２松風園 本部 計 

収支差額合計 297,791 467,225 284,809 1,049,825 
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３．管理運営に対する評価等 

指定管理者の管理運営に対する市の評価は次のとおりです。 

評価にあたっては、令和５年８月１日に福祉行政にかかわる指定管理者評価委員会からの意見聴取を行いました。 

評価の視点１：施設を利用する者に対し、平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか 

【第１松風園事業】 

・ 引き続き新型コロナウイルス感染症に対し、登園自粛や利用児又は家族が罹患したことで登園が出来ない方

に対し、職員も罹患し対応が困難な状況でも柔軟な対応により、健康状況の把握や不安や困り感への対応な

ど、孤立せず安心して自宅で過ごせるように在宅支援を実施していることは評価できます。 

・ 事業計画で策定をした利用児及び家族支援や地域支援及び交流などの行事を、令和 2年度と 3 年度の経験

を踏まえ一部変更や縮小、時間の分散などの工夫によりほぼ実施したことは評価できます。 

・ 臨床発達心理士、理学療法士、作業療法士、音楽療法士、看護師、社会福祉士などの専門職員を配置し、

様々な障がい特性に合わせて細やかな支援を行うことができる体制を整えることで、平等な利用の確保に努

めていることは高く評価できます。 

・ 家庭生活や卒園後の生活に向けた本人、きょうだい児や家族の支援など、新型コロナウイルス感染症対策を

実施しながら、継続して幅広い支援を行っている点は評価できます。 

・ 家族会、懇談会や講習会など新型コロナウイルス感染症対策を講じながら開催し、園の取組み等について情

報提供をするとともに、保護者から意見聴取をし、実際に取り入れるなどサービス向上に努めているほか、保

護者に対する学習会等を実施している点は評価できます。 

【第２松風園事業】 

・ 事業計画で策定をした利用者送迎事業の充実を行い、重度障がいの利用者やご家族の高齢化などにより送

迎手段が無い利用者も平等に施設を利用できるよう努めた点は評価できます。 

・ 各種専門職員を配置し、利用者の特性に合わせて細やかな支援を行うことにより様々な障がいに合わせて細

やかな支援を行うことができる体制を整えることで、平等な利用の確保に努めていることは評価できます。 

・ 新型コロナウイルス感染症により受注状況に波は生じたものの、継続したテレビ台部品の箱詰め、ハンガーの

袋詰め、製品バーコードシール貼り作業や、自主製品作業等の授産作業を通じて社会参加の機会を提供し

工賃を支給することで、報酬を得る喜びを感じてもらえるようにしていることは、利用者のサービス向上につな

がっていると評価します。 

・ オンブズパーソンとの面談、家族会や個別面談を通じて利用者や保護者から意見聴取を行い、サービス向上

に努めている点は高く評価できます。 

・ コロナ禍においても日々通い続けることを希望される利用者のため、感染症対策を実施しながら土曜日の開

園を継続し、利用ニーズへの対応、延べ利用者数や利用率の向上に努めている点は評価できます。 

【共通】 

・ 新型コロナウイルス感染症対策を実施しながら法人内で研修会を実施し、職員の資質向上に努めている点は

評価できます。 

・ 社会参加の一つとして市内巡回作品展や美術展に出展し、利用児者の制作意欲向上や自信に繋げる活動を

積極的に継続していることは高く評価できます。 

・ 地域支援として学生の実習や他事業所などの研修や見学の受入れに努めていることは評価できます。 

【独自事業】 

・ 保育所等訪問支援事業や障害児相談支援事業を行い、児童発達支援センターとしての専門的機能を生かし

た効果的な事業実施に努めています。 

・ 保育所等訪問支援事業では、保育園・幼稚園・小学校・中学校など幅広く訪問を実施し、専門的支援を行っ

ている点は評価できます。 

 

評価の視点２：施設の効用が最大限に発揮された事業運営が行われたか 

【第１松風園事業】 

・ 事業計画で策定をした各種専門職員による支援が提供されたことや、家族と支援内容の情報提供や意見交
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換のための行事を、一部中止や変更などはありましたが新型コロナウイルス対策を講じ、継続して実施したこ

とは評価できます。 

・ 個々の利用児の行動観察、理学療法による運動発達に対する支援、作業療法による日常生活を支える  体

の使い方や道具の使い方についての支援等により、利用児支援の充実を図り、更に家族支援として情報共有

することを行っている点は高く評価できます。 

・ 新型コロナウイルス感染防止のため、行事で一部中止はありましたが、縮小や分散など内容に変更や工夫を

することで利用児の社会経験拡大のためにほぼ予定通り行ったことや、将来の自立に向けた保護者やきょう

だい児の学習会を行っている点は評価できます。 

【第２松風園事業】 

・ 事業計画で策定をした各種専門職員による支援が提供されたことや、新型コロナウイルス感染拡大の中でも、

利用者の多くが自宅で過ごすことが難しく通所の継続が求められており、様々な対策を講じながら、送迎事

業、保護者の連携などを含め事業を継続してきたことは高く評価できます。 

・ 理学療法士及び作業療法士による身体機能の評価と機能訓練を実施し、補装具や車椅子の調整など専門

的な助言により病院や各種業者等と連携している点は評価できます。 

・ 新型コロナウイルス感染拡大により受注が難しい状況でも授産作業を継続し、工賃を支給し続けられたことは

評価できます。 

【共通】 

・ 地域の拠点としての役割を担うため、コロナ禍でも定員の設定やオンライン開催など実施方法を工夫し、地域

住民や保護者を対象とした地域生活支援公開講座や、自閉症療育講座を実施している点は高く評価できま

す。 

・ また、地域ボランティア受け入れや地域福祉団体のネットワークの場として機会を提供していることは、評価で

きます。 

【独自事業】 

・ 保育所等訪問支援事業の地域に向けた研修の一環として、障がい児のもつ困難さを理解し、より良いコミュニ

ケーションがとれるよう、保育者向けにティーチャーズ・トレーニングを実施している点は評価できます。 

・ 児童発達支援センターの地域支援の一環として訪問相談事業を実施し、民間保育園に対し、訪問相 

談を柔軟に実施している点は評価できます。 

 

評価の視点３：施設の適切な維持及び管理が図られたか 

【施設の維持及び管理】 

・ 『公共建築物「管理マニュアル」』に基づく定期点検を実施しており、適切な施設の維持管理が行われていま

す。 

・ 「大和市環境マネジメントシステム」に基づき、環境に配慮した施設運営が行われています。 

【防災の取り組み】 

・ 自衛消防訓練（火災や地震を想定）を定期的に実施しています。 

・ 利用児者と職員分１９０名、３日分の防災食及び防災用品を備えているほか、大規模災害に備えて 

衛星電話を設置しています。 

 

評価の視点４：施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しているか 

・ 関係団体の主催する研修会や外部研修に職員を派遣するなど職員の資質向上に努めています。また、研修

内容は職員会議で報告し、情報の共有化を図っています。 

・ 虐待への対応、事故報告及びヒヤリハットなどは全て法人の各委員会に報告と共有がなされ、原因の究明及

び再発防止が徹底されています。必要に応じ外部機関へ報告がされており、適切な事業運営が行われて

います。 

・ 事業収支は、自立支援給付費収入増等により、令和３年度と比較して収入増となりました。支出面では、人件

費等による事業費の増加はありますが、安定した財務状況と判断しています。 

 


